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　　環境理念

　　　株式会社　やすらぎ住建 は、「心ある仕事、心あるお付き合いを一番に！」　　　　　　
　を理念に地球環境に目を向け、環境保全に配慮し地域住民のよりよい
　未来を見据え行動します。
　　環境経営方針を定め、以下の事項について積極的に環境活動を推進します

　当社は建設工事における環境負荷を低減するために、次の方針に基づき、
継続的改善に努め、自然環境との調和を目指します。

　　　　（１） 二酸化炭素排出量の削減
　　　　　　・電気　ガソリン　軽油等の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

　　　　（２） 廃棄物リサイクルの推進
　　　　　　・建設工事に伴う産業廃棄物及び収集・運搬する産業廃棄物について、分別

を確実にし、資源の有効活用を推進します。

　　　　（３） 節水
　　　　　　・節水に努めます。

　　　　（４） グリーン購入
　　　　　　・循環型社会に貢献するためにグリーン購入を推進します。

　　　　（５） 地域貢献の推進
地域清掃を実施して、地域に貢献していきます。

　　　　（６） 環境関連法規制の遵守
　　　　　　・事業に関する環境関連法規制等を遵守します。

　各従業員が自然環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、環境経営方針の
周知に努め、ＰＤＣＡサイクルにて日々邁進できる環境を作ります。
　環境経営レポート等社外へ公表します。

制定：平成　29年10月5日
改訂：平成　30年　3月15日

株式会社　やすらぎ住建

代表取締役　井戸勝明

環境経営方針

環境経営方針
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（１）　事業者名
　　　　　株式会社 やすらぎ住建　
　　　　　代表取締役　井戸　勝明

（２）　所在地
　　　　　本社　　　：〒861-3203　熊本県上益城郡御船町高木４８４８－１
　　　　　資材置場：〒861-3203　熊本県上益城郡御船町高木字小敷田３１００－１

（３）　環境保全関係の担当者連絡先
　　　　　環境管理責任者　：　井戸　勝明
　　　　　連絡担当者：　        井戸　利恵子
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ：096-282-2629　　FAX：096-282-3616

（４）　事業規模
　　　　　資本金　　3600万円
　　　　　社員数　　7人
　　　　　売上高　　309百万円
　　　　　産廃収集運搬量　　　0t　（R4年6月～Ｒ5年5月）

（請負のため、トラック１台分を基準にして運搬量を計算した。１台換算値：９ｔ）
　　　　　運搬車両　1台 10t平ダンプ　1台

（５）　沿革
　　　　会社の創業・創立　平成元年10月11日
　　　　産業廃棄物収集運搬業は平成29年3月2日より操業を開始した。

（６）　事業内容
　　　　  （一般）建設業
　　　　　認可番号：熊本県知事許可(特-29)第5146号
　　　　　　　土木工事業、大工工事業、とび・土工工事業、屋根工事業、鋼構造物工事業
　　　　　　　板金工事業、舗装工事業、内装仕上工事業、建具工事業、解体工事業、舗装工事業
　　　　　　　建築工事業、左官工事業、石工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、鉄筋工事業、
　　　　　　　しゆんせつ工事業、ガラス工事業、防水工事業、熱絶縁工事業、水道施設工事業、管工事業

　産業廃棄物収集運搬業（自社工事分のみ）
　認可番号：第04300194032号
　事業区分：収集運搬業（積替え保管なし）　　
　事業の範囲：

　　　　　　　　廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、
　　　　　　　　コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類（これらのうち、石綿含有産業
　　　　　　　　廃棄物、自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）
　　　　　有効期間：令和4年3月15日～令和９年3月1日

（７）　事業年度　（期首　6月～期末　5月）

（８）　認証登録範囲
　　　　　株式会社やすらぎ住建の全組織、全活動を認証登録範囲とする。

認証登録番号　００１２３３７
認証登録日　　２０１８年５月２２日

事業の概要
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　　１．組織図

事務所 工事現場 収集運搬

　　２．責任と権限

・　環境経営方針の制定
・　環境組織の明確化、必要な資源の投入
・　全体の評価と見直し
・　環境管理責任者の任命
・　マネジメントシステムの構築・実施・維持
・　目標管理表の作成と進捗管理
・　目標に対する実績や問題・改善の社長報告
・　環境コミュニケーションの総括窓口
・　教育・訓練の総括（緊急事態の想定・訓練含む）

・　集計表作成
・　文書・記録作成
・　環境活動進捗の把握

・　環境活動の実施推進
・　環境管理責任者への報告
・　改善提案の推進、まとめ

・　環境活動の実施
・　改善提案
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EA21事務局

部門の責任者

社員

ＥＡ２１推進体制

環境管理責任者

井戸利恵子

責任者：尾前

環境管理責任者

責任者：今吉

代表者

ＥＡ２１事務局

　井戸

責任者：井戸

　代表者

社長　井戸勝明

区分 責任と権限の内容



会計年度　期首：6月　期末：5月

基準年

番号 項　　目 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

95,421 94,467 92,577 89,800 87,106

△1% △2% △3% △3%

3,013 2,983 2,923 2,836 2,750

△1% △2% △3% △3%

6,565 6,499 6,369 6,178 5,993

△1% △2% △3% △3%

30,413 30,109 29,507 28,621 27,763

△1% △2% △3% △3%

108 107 105 102 99

△1% △2% △3% △3%

２
廃棄物の

リサイクル推進
100% 100% 100% 100% 100%

71 70 70 69 68

△1% △2% △3% △3%

４ グリーン購入 6種類増加 7種類増加 8種類増加 9種類増加 10種類増加

５ 地域貢献 4回/年 4回/年 4回/年 4回/年 4回/年

☆電気のCO2排出係数はＨ28年度九州電力調整後排出係数０．483ｔ-CO2/kWhを使用
☆二酸化炭素排出量kg-CO2 ＝電気×0.483＋ガソリン×0.0671×34.6＋軽油×0.0687×38.2
☆化学物質の使用はなし
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環境経営目標

１－２

軽油使用量の削減
ℓ

３
節水
m3

1
二酸化炭素排出量

の削減
Kg-CO2

ガソリン使用量の削減
ℓ

電気使用量の削減
kWh

１－４
灯油使用量の削減

ℓ

１－３

１－１

目標



項　　　　目 具　体　的　な　活　動 頻度 担当 評価

　①昼休みの消灯 毎日 井戸(ㇼ) 〇

１．二酸化炭素排出量の削減 　②使用時以外のトイレの消灯 毎日 全員 〇

  1-1.電気使用量の削減 　③ＯＡ機器,空調機の退社時の電源オフ 毎日 全員 ○

　④空調機の室内温度調整(冷房時26℃、暖房時20℃） 毎日 井戸(ㇼ) △

　⑤空調機フィルタ-の定期的清掃　(6月・10月） 年2回 井戸(ㇼ) 〇

　⑥使用しない設備（冷凍庫）プラグ抜き 随時 井戸(ㇼ) 〇

　⑦節電表示の徹底（スイッチ） 随時 井戸(ㇼ) 〇

　 ⑧ミスコピーの防止 随時 井戸(ㇼ) △

　①エコドライブ知識の周知　社内ステッカー表示 都度 井戸(ㇼ) 〇

②エコドライブの推進（アイドリングストップ
　経済運転・タイヤ空気圧点検など）

都度 各担当 〇

③現場に行くときは、乗り合わせる 都度 現場代理 〇

　④低燃費車両への買換え 将来 井戸 △

　①エコドライブ知識の周知　社内ステッカー表示 都度 井戸(ㇼ) 〇

  1-3.軽油使用量の削減
　②エコドライブの推進・徹底（アイドリングストッ
　　プ、経済運転、タイヤ空気圧チェックなど）

都度 各担当 〇

③現場に行くときは、乗り合わせる 都度 現場代理 〇

　④社用車・重機の定期的な整備による燃費向上 適時 尾前 〇

　⑤重機のアイドリングストップの推進・徹底 毎日 尾前 〇

　1-4.灯油使用量の削減 　①使用時の室内温度調整（20℃） 毎日 井戸(ㇼ) 〇

　①自らの廃棄物の分別 毎日 井戸 〇

　②産廃排出業者への分別の促進・指導 都度 井戸 〇

　 ③適切な業者の選定と引渡 適時 井戸 〇

   ④マニフェスト伝票の適切な管理 適時 井戸 〇

　①洗車の水使用削減（無駄な水を使用しない） 適時 今吉 〇

３．節水 　②節水ステッカ－表示 毎日 井戸(ㇼ) 〇

　③節水の工夫と実施
　（適量の給湯、出しっ放し防止など）

毎日 井戸(ㇼ) 〇

　①中古品、再生品の把握（業者、インターネット） 毎日 井戸(ㇼ) 〇

４．グリーン購入 　②中古品、再生品のルート確保 毎日 井戸(ㇼ) 〇

　③顧客への中古品、再生品使用の啓発、使用促進
　　（環境活動レポート等の利用）

毎日 井戸(ㇼ) 〇

５．地域貢献 　①地域清掃の実施 年2回 井戸(ㇼ) 〇

評価基準　　 ○：出来た　△：改善の余地あり　×：出来なかった

環境経営計画

　1-2.ガソリン使用量の
　　　削減

２．廃棄物のリサイクル
　　推進
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取組期間：2022年６月～2023年５月

番号 項　　目
基準年

2021年度
2022年度
目標値

2022年度
実　績

達成度 判定 評 価 及 び 今 後 の 取組み内容

１
CO2排出量の削減

kg-CO2
95,421 94,467 67,843 139% 〇

1-1
　電気使用量の削減

kwh
3,013 2,983 2,826 106% 〇

1-2
　ガソリン使用量の削減

ℓ
6,565 6,499 6,170 105% 〇

1-3
　軽油使用量の削減

ℓ
30,413 30,109 20,104 150% 〇

1-4
　灯油使用量の削減

ℓ
108 107 118 91% ×

今回は、目標達成できなかった。今後足元の防寒対策
など考えたていきたい。

２ 廃棄物のリサイクル推進 100% 100% 100% 100% ○ 現状継続して取り組んでいきたい。

３
節水
m3

71 70 72 97% ×
使用料は前回とあまり変わらない結果となった。今後も
水使用について無駄のないように取り組んでいきたい。

４ グリーン購入
6種類購入実

現
7種類増加 7種類購入実現 100% ○

事務用品については、今後もカタログにてグリーン商品
か見極めて購入を心掛けてている。

５ 地域貢献 4回 4回 6回 100% 〇
今回から広域農道清掃ボランティア（年2回）が追加活
動に加わわった。

　環境経営目標の実績、評価と今後の取組内容

全てにおいて目標達成できていた。今後も、使用状況を
確認しながら、無駄のないエネルギー使用を心掛けた
い。

６



遵守評価の結果、環境法規の違反はありません。

なお、関連機関からの指導や訴訟もありません。

遵守評価日：2023年　5月30日

法規制等 適用内容 対象設備、施設 届出 遵守事項  （法規制/自主規制） 頻度等 記録 遵守評価 コメント

家電リサイクル法 テレビ、（小型）エアコン使用 テレビ、エアコン － 1.リサイクル料支払い（発生時のみ） 支払い時 ―

資源有効利用促進法
（PCリサイクル制度） PC、周辺機器使用 パソコン類 － 2.廃棄時の適正処置（発生時のみ） 廃棄時 領収書 〇

自動車リサイクル法 車用車の適切な廃棄 社用車 － 1.リサイクル料支払い（発生時のみ） 支払い時 ―

2.廃棄時の適正処置（発生時のみ） 廃棄時 領収書 ―

浄化槽法 浄化槽 〇 1.定期点検の実施 1回／年 〇

清掃・検査 〇 2水質検査 1回/3～8か月 〇

―

フロン排出抑制法 建設機械フロン 建設機械 － 1.定期点検の実施 1回／3か月 定期点検表 〇

―

（フロン使用） （フロン使用） ―

建設リサイクル法 建設（土木）工事に係る資材 土木工事資材 1.土木工事に係る分別、再資源化の実施 対象工事実施時 施工計画書 〇

の再資源化の促進 ○ 2.対象工事の7日前までの市町村長への届出 〇

○ 3.再資源化完了の書面報告 〇

大気汚染防止法 石綿事前調査 特定建設作業 〇 1石綿事前調査結果報告システム 対象工事実施時 システム 〇

騒音規制法 土木工事における騒音規制 特定建設作業 ○ 1.規制基準に従った施工方法の実施 対象工事実施時 施工計画書 〇

の順守 ○ 2.適切な工事時期の設定 〇

振動規制法 土木工事における振動規制 特定建設作業 ○ 1.規制基準に従った施工方法の実施 対象工事実施時 施工計画書 〇

の順守 ○ 2.適切な工事時期の設定 〇

廃棄物処理法 産業廃棄物の保管 産業廃棄物置場 － 0.表示板の設置 設置時 （表示板） ○

0.清掃、漏洩防止　（自主規制）　 0回/週（確認） － 〇

委託契約書 委託業者 － 1.委託契約書（書面） 契約時 委託契約書 ○

マニフェスト伝票管理 委託業者 － 1.マニュフェストの発行、管理 処理委託時 マニュフェスト伝票 ○

2.各票の受領確認 発行後 マニュフェスト伝票 ○

産業廃棄物の運搬 運搬作業 1.産業廃棄物運搬の表示 運搬時 ○

2.マニフェスト伝票の携帯 運搬時 ○

産業廃棄物管理票交付等 産業廃棄物 1.マニフェスト伝票の集計（4月～翌年3月の1年分 1回／年 ○

2.マニフェスト伝票の携帯

状況報告 3.再資源化完了の書面報告（6月に提出） 1回／年 産業廃棄物管理票交付等状況報告書 ○

　環境法規の遵守評価
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１.　代表者への報告 報告：井戸　利恵子 実施日：2023年8月15日

No. 評　価　事　項 評　価　結　果（指 摘 事 項） 改 善 内 容 期 限 改善責任者

1 環境関連法規等の順守状況 遵守できている。

特に問題はなし

2 ①ほぼ目標達成しており、今後も目標を掲げ継続できるようにしたい。 社内で共有する。

令和6年3月頃環境管理責任者

②地域貢献活動が、年間2つ増え地域の方に喜んでいただいている。

3 環境に関する苦情や要望対応状況 現場ごとで、対応しており苦情まで至っておらず報告記録なし。 今後も苦情・要望、気付いた内容について

報告しやすいよう形式を考える。

4 前回の代表者の指示事項への対応 特になし 2.3か月1回 環境管理責任者

5 その他指示事項 特になし

２.　 全 体 の 評 価 と 見 直 し 実施日：2023年8月15日 代表取締役　井戸　勝明

　　 全 体 の 評 価

　　見直し事項

No. 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの見直し事項 見直し結果 改 善 内 容 期 限 改善責任者

1 環境経営方針 このまま継続する。 年度末に実施する 2024年 環境管理責任者

5月

2 環境経営目標、環境経営計画 環境経営計画の充実 年度末に実施する 2024年 環境管理責任者

　 5月

3 実施体制 実施体制の見直し 担当者の変更 2023年 環境管理責任者

8月

環境目標の達成度
活動の進捗状況等の確認

　今後も、　環境に配慮した経営を続けていきたい。

　　代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し 記 録
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①夏作業服（クールビズ） ②安全運転ポスター

③広域農道ボランティア
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具体的な取り組み状況
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